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●　平成２０年３月１日発行／発行所・蕨市役所

●　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｗａｒａｂｉ．ｓａｉｔａｍａ．ｊｐ

●　蕨市の面積　５．１０km２

●　２月１日現在人口：７１，１０２人 　前 月 比　－３２人

　　　　　　　　　　　男　３６，３７６人　女　３４，７２６人

　　　　　　　　　　世帯数：３４，４１８

　　　　　　　　　　人口密度：１３，９４１人／km２

２００８/平成２０年

わらび・675
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「上手に出来たでしょ～」
手作りびな掲げにっこり
　３月３日はひな祭り。市内５つ
の保育園では、子どもたちの健や
かな成長を願って、毎年、恒例のひ
な祭りが行われています。さつき
保育園の２歳児クラス（１１人）で
は、園児たちが、手形と顔をかいた
お内裏様とおひな様を作りました。
どれもとってもかわいいですね。
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→＝蕨市国保加入者で出産育児一時金を受ける見込みがあり出産予定日１か月以内の人がいる世帯主　問い合わせ＝保険年金課（�４３３・７７３６）
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ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
も
ら
え
る
レ
ジ
袋

は
、
全
国
で
年
間
約
３
０
５
億
枚

が
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ジ
袋
を
作
る
た
め
に
は
、

石
油
約　

万
㌔
㍑
が
必
要
で
、
こ

６０

の
量
は
、「
東
京
ド
ー
ム
約
２
分

の
１
杯
」
に
相
当
し
ま
す
。

　

自
動
車
に
使
う
ガ
ソ
リ
ン
や
発

電
を
す
る
た
め
に
必
要
な
石
油
な

ど
か
ら
比
べ
、
こ
の
数
字
は
小
さ

い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
は
、
レ
ジ
袋
に
使
う
こ
の
消
費

量
を
少
な
い
と
感
じ
ま
す
か
。

レ
ジ
袋
を
も
ら
う
ほ
ど

増
大
す
る
石
油
消
費
量
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ジ
袋
削
減
・
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
の

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

広げようマイバッグ
　減らそうごみの量

「
レ
ジ
袋
減
ら
し
隊
」の

全
国
的
な
運
動
に
参
加

　

レ
ジ
袋
削
減
は
私
た
ち
に
で
き

る
、
身
近
な
環
境
問
題
へ
の
取
り

組
み
で
す
。

　

昨
年
７
月
か
ら　

月
ま
で
の
半

１２

年
間
は
、
レ
ジ
袋
３
０
０
０
万
枚

の
削
減
を
目
標
に
し
た
「
レ
ジ
袋

減
ら
し
隊
」
の
全
国
的
な
運
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

蕨
で
は
、「
生
活
学
校
」
や
「
婦

人
会
」
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
で

構
成
さ
れ
た
「
レ
ジ
袋
削
減
・
マ

イ
バ
ッ
グ
運
動
を
す
す
め
る
連
絡

協
議
会（ 
高  
松 
と
し

た
か 
ま
つ

 
枝 
会
長
）」が
、

え

こ
の
全
国
運
動
に
参
加
。
市
内
の

各
商
店
街
な
ど
を
回
り
、
こ
の
レ

市
民
が
取
り
組
む
運
動

市
内
の
各
商
店
も
協
力

　

商
店
街
を
行
く
人
た
ち
に
、

「
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
グ
で
」
と

呼
び
か
け
な
が
ら
、
配
っ
て
い
る

の
が
１
枚
の
カ
ー
ド
で
す
。

　

買
い
物
を
し
た
お
店
で
レ
ジ
袋

を
断
る
と
、
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ

が
押
さ
れ
る
と
い
う
内
容
で
、
現

在
、
ス
ー
パ
ー
や
個
人
商
店
な
ど

１
５
０
店
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
の
下
、
昨
年
末
ま
で
に
回
収

で
き
た
カ
ー
ド
は
６
０
７
枚
、
レ

ジ
袋
の
枚
数
に
す
る
と
、
１
万
３

０
７
５
枚
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
５
�
の
環

境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も

参
考
ま
で
に
御
覧
く
だ
さ
い
。

特集：身近な環境問題を考える

先月２３先月２３日日・・２４日に中央公民館で行われた消費生活展２４日に中央公民館で行われた消費生活展でで
「買い物はマイバッグ持参「買い物はマイバッグ持参」」を勧める生活学校の皆さんを勧める生活学校の皆さん
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■出産育児一時金受取代理制度／国保から出る出産育児一時金の受け取り人を医療機関にすることで窓口払いの負担を軽減　要申請　対象→

市民と市長
の 面 会 日
　毎月第１
木曜日、今
月は６日、
４月は３日
　午後１時
～５時　３
階、市長室、
気軽にお出
かけくださ
い。

　

先
日
、
厚
生
労
働
省
は
、
平
成　

年
１９

の
合
計
特
殊
出
生
率
の
速
報
値
に
つ
い

て
、
１
・　

と
発
表
し
ま
し
た
。
合
計

３３

特
殊
出
生
率
と
は
、
１
人
の
女
性
が
生

涯
に
わ
た
り
産
む
子
ど
も
の
数
の
平
均

値
で
す
が
、
そ
の
数
値
が
１
・　

に
な

５７

り
、
１
・　

シ
ョ
ッ
ク
と
い
っ
て
少
子

５７

化
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
の
が

　

年
前
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
少
子
化
対

１８策
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
わ
け
で
す
が
、

実
際
に
は
、
更
に
少
子
化
傾
向
が
続
い

て
い
る
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
発
表
さ
れ
て
い
る
平
成

　

年
の
市
町
村
ご
と
の
出
生
率
を
見
る

１８と
、
全
国
平
均
は
１
・　

、
埼
玉
県
平

３２

均
は
１
・　

、
そ
し
て
蕨
市
は
１
・　

２４

０２

で
す
。
こ
れ
は
、
埼
玉
県
内　

市
の
中

４０

で
、
下
か
ら
２
番
目
に
低
い
数
値
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
子
ど
も
を
産
む
、
産
ま
な
い

は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
産
み
た
く
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
要
因
か
ら
、
産
め
な
い
、
産
む

の
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
健
全
な
社
会
と
は
い
え
ず
、
す

べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
生
き
に
く
い
社

会
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

蕨
の
小
学
生
の
数
で
見
る
と
、
私
が

小
学
校
に
入
学
し
た
昭
和　

年
に
は
約

４５

６
３
０
０
人
で
し
た
が
、
現
在
は
、
そ

の
約
半
分
の
３
２
０
０
人
で
す
。私
は
、

こ
う
し
た
状
況
を
見
る
に
つ
け
、
蕨
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援

に
思
い
切
っ
て
力
を
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、�
あ
っ
た
か
市

政
�
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
蕨
に
新

し
い
活
力
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
か
ら
で
す
。

１．０２ショック？
子育て支援に全力

����������
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平
成　

年
９
月
か
ら
の
「
容
器

１４

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」に
基
づ
き
、

ご
み
を　

種
類
に
分
け
て
回
収
を

１７

行
っ
て
い
る
蕨
市
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
ご
み
の
資

源
化
率
は
、
全
国
平
均
の
約
２
倍

に
当
た
る　

％
と
、
県
内
で
も
ト

３０

ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　

そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
多
く
の
レ

ジ
袋
が
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
捨

て
ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

レ
ジ
袋
１
枚
で
も
た
い
せ
つ
な
資

源
で
す
。
た
だ
で
も
ら
え
る
か
ら

と
い
っ
て
、
安
易
に
捨
て
て
し
ま

う
の
は
や
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

連
絡
協
議
会
で
は
、
こ
の
レ
ジ

袋
削
減
・
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
を
通

じ
て
、
皆
さ
ん
の
環
境
に
対
す
る

関
心
が
更
に
深
ま
る
な
ら
、「
分

別
を
徹
底
す
る
気
持
ち
に
も
結
び

付
く
は
ず
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
バ
ッ
グ
を
活
用
し
て
、
必

要
以
上
に
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
。

も
ら
っ
た
レ
ジ
袋
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
分

別
す
る
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
。

連
絡
協
議
会
の
取
り
組
み
で
は
、

こ
の
２
点
か
ら
、
ご
み
を
減
ら
し

て
い
く
こ
と
に
も
、
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
「
７
万
市
民
の
す
こ
や
か
ラ
イ

フ
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
先
月
行
わ

れ
た
、「　

周
年
記
念
蕨
市
消
費

４０

生
活
展
」で
も
、マ
イ
バ
ッ
グ
作
り

や
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
ご
み
の

減
量
化
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
レ
ジ
袋
削
減

運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
大

き
な
関
心
を
呼
び
ま
し
た
。

　

レ
ジ
袋
を
削
減
し
、
無
駄
を
出

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
地

球
環
境
に
優
し
い
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
の
身
近
な
問
題
で
あ
る
市

の
税
金
の
使
い
み
ち
に
も
大
き
く

か
か
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
で

き
る
こ
と
」
を
考
え
、
草
の
根
運

動
を
続
け
て
い
る
協
議
会
の
「
レ

ジ
袋
削
減
・
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
」

に
１
人
で
も
多
く
の
か
た
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
よ

り
も
更
に
住
み
よ
い
ま
ち
を
未
来

に
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

上
の
ポ
ス
タ
ー
が
は
っ
て
あ

る
店
舗
が
、レ
ジ
袋
削
減
の
協
力

店
で
す
。ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
や
回

収
箱
は
各
公
民
館
と
協
力
店
に

あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
も
身
近
な
環

境
問
題
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

再
利
用
で
き
る
レ
ジ
袋

１
枚
１
枚
大
事
な
資
源

更
な
る
分
別
の
徹
底
で

ご
み
の
減
量
化
を
促
進

１
人
の
小
さ
な
協
力
で

生
ま
れ
る
大
き
な
効
果

ごみ減量に向け
活動を更に推進

������さん
（塚越３丁目）

レジ袋削減・マイバ
ッグ運動をすすめる
連絡協議会会長

　レジ袋削減運動は、これまでにも消費
生活を考える「生活学校」などの取り組
みで行われてきましたが、環境に優しい
取り組みの輪をもっと広げようと、昨年
からは市内９団体の皆さんで力を合わせ、
啓発に努めています。ごみの減量化を推
進するためには、１人１人の協力が必要
です。今よりも更に、住みよい環境を未
来に残すためにも、「ふだんの暮らしの
中でできること」の取り組みに、皆さん
よりいっそうのご理解をお願いします。
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■生け垣設置費補助／緑化促進や災害防止などの目的で設置した場合に費用補助が受けられます　限度額あり　詳細＝道路公園課（�４３３・７７１６）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
交
換
の
場

で
す
。
掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は

秘
書
広
報
課（
�　
・
７
７
０
３
）へ
。

４３３

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
竹
紫
館（
剣
道
）　

月
・
水
・
金
曜

日　

午
後
６
時　

同
館
（
中
央
２
丁

目
）　

年
長
児
〜
中
学
生　

月
２
０

０
０
円　

随
時
見
学
・
体
験
可
�
活

動
日
の
午
後
６
時
〜
７
時
に
同
館
・

�　
・
４
８
９
５
�

４３２
▼
県
陽
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

幼
児
＝
午
後
５
時　

小
学

１
年
〜
３
年
生
＝
午
後
６
時　

小
学

４
年
生
以
上
＝
午
後
７
時　

西
小
学

校
体
育
館　
月
４
０
０
０
円
�
畠
山
・

�　
・
５
５
５
５
・
２
７
２
６
�

０７０
▼
親
子
ビ
ク
ス
ジ
ャ
ン
ボ
（
親
子
体

操
と
親
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）　

月
１

〜
３
回
月
曜
日　

午
前　

時
半　

中

１０

央
公
民
館　

１
歳
以
上
の
子
と
親　

入
会
金
１
０
０
０
円　

１
回
５
０
０

円　

親
の
エ
ア
ロ
ビ
の
間
の
託
児
無

料　

大
人
だ
け
の
参
加
も
歓
迎
�
清

野
・
�　
・
０
３
２
４
�

４３３

▼
リ
ト
ル
キ
ッ
ズ（
親
子
体
操
・
工
作
）

第
２
・
４
金
曜
日　

午
前　

時
半　

下

１０

蕨
公
民
館　

未
就
園
児
と
母　

入
会

金
１
０
０
０
円　

３
か
月
２
４
０
０

円
�
佐
々
木
・
�　
・
５
３
６
０
�

２６７

▼
ミ
ッ
キ
ー
キ
ッ
ズ
（
親
子
体
操
）

水
曜
日　

午
前　

時　

市
民
体
育
館

１１

未
就
園
児
と
親　

月
１
５
０
０
円　

随
時
無
料
体
験
可
�
小
川
・
�　
・
０９０

４
６
９
８
・
３
８
１
４
�

▼
レ
イ
ン
ボ
ー
キ
ッ
ズ（
英
語
教
室
）

火
曜
日　

午
後
３
時　

下
蕨
公
民
館

年
中
〜
年
長
児　

若
干
人　

月
２
０

０
０
円
�
持
田
・�　
・
５
５
２
８
�

４３４

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

�

�������	
�����

29日（土）と4月5日（土）
　転勤などで引っ越しが多くなる時期を迎えることから、
２９日と４月５日の土曜日は市役所の窓口を一部開設します。
業務内容は、住所異動に伴う手続きが中心となり、平日と
同じ取り扱いができないものもありますので、ご不明な点
がありましたら、事前に担当課へご確認をお願いします。

取　り　扱　い　業　務開設窓口

※住民基本台帳の閲覧、住所の
付定、広域交付の住民票の交
付、住基カードの申請・交付、電
子証明書の申請はできません

※戸籍の届出については、届書
の受領のみとなります

◆転入・転出・転居などの各種異動届出の受付
◆住民票に関する証明書の交付
◆印鑑登録、証明書の交付
◆戸籍の届出の受領
◆戸籍に関する証明書の交付
◆外国人登録に関する受付

市民課
　窓口係
�４３３・７７５１

※要介護認定などの申請・相談
業務はお取り扱いできません

◆転入・転出などの異動に伴う介護保険の加入・脱退の手
続き

◆高齢者福祉サービスの申請受付

介護保険室
�４３３・７８３５

※身体障害者手帳・療育手帳・
在宅援護などの申請・相談業
務はお取り扱いできません

◆転入・転出などの異動に伴う身体障害者手帳・療育手帳
の変更・喪失手続き

福祉総務課
　障害者福祉係
�４３３・７７５４

◆各種税証明の発行と閲覧
税務課
�４３３・７７０７
�４３３・７７０８

◆転入・転出・転居などの異動に伴う、課税内容の説明
◆国民健康保険の加入・脱退手続き
◆転入時の簡易申告
◆被保険者証の更新

国民健康
保険担当
�４３３・７７１２

保　

険　

年　

金　

課

※後期高齢者医療被保険者証の
再発行及び各受給者証、減額
認定証、保養施設の利用券の
発行はできません

◆国保高齢受給者証　資格取得・喪失・変更届の受付
◆老人保健医療　資格取得・喪失・変更届の受付（３月２９日）
◆後期高齢者医療　資格取得・喪失・変更届の受付（４月５日）
◆国保出産育児一時金・葬祭費支給申請の受付
◆人間・脳ドック、ＰＥＴ検診補助申請の受付（４月５日）

医療給付係
�４３３・７７３６

◆転入時の国民年金関係届（１号被保険者）の受付
◆転入・転居時の住所変更の届出（年金受給者）の受付
◆国民年金の資格取得・喪失手続き
◆申請免除・学生納付特例申請などの受付

国民年金係
�４３３・７７１１

※保育園・留守家庭児童指導室関
連の業務はお取り扱いできません

◆転入・転出・転居・出生などの異動に伴う、乳幼児医
療、児童手当などの手続き

児童福祉課
�４３３・７７５７

◆通常業務を行います。
　（市税・国民健康保険税の納税、納税相談、介護保険料の納付など）

納税推進室
�４３３・７７０９
�４３３・７７４４

※当日は、庁舎１階で業務を行
います

◆転入・転出・転居に伴う転校、住所変更などの手続き
◆転入・転出・転居に伴う区域外就学の手続き

学校教育課
�４３３・７７２８

開設時間＝午前８時半～正午
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■ジュニアリーダースクール閉校式／１６日　午前１０時　北町公民館　小学４年～中学生　４０人　申し込み＝７日までに生涯学習課（�４３３・７７２９）

▼
Ａ
Ｂ
Ｃ
き
っ
ず
（
親
子
の
英
語
サ

ー
ク
ル
）　

月
曜
日　

午
前　

時　
１０

下
蕨
公
民
館　

未
就
園
児
と
保
護
者

１
回　

円　

無
料
体
験
可
�
奥
永
・

７５０

�　
・
６
６
７
３
・
４
４
４
６
�

０８０
▼
ニ
イ
ハ
オ
会（
中
国
語
会
話
）　

火

曜
日　

初
級
＝
午
後
８
時　

中
級
＝

午
後
７
時　

東
公
民
館　

月
２
０
０

０
円
�
壷
内
・
�　
・
１
０
７
２
�

４４１

▼
メ
ヌ
エ
ッ
ト（
ピ
ア
ノ
）　

第
２
・

４
木
曜
日　

午
前
９
時　

中
央
公
民

館　

月
２
０
０
０
円　

初
心
者
歓
迎

�
清
水
・
�　
・
２
３
５
２
�

４３２

▼
ア
ー
サ
ナ
ヨ
ー
ガ　

火
曜
日　

午

後
７
時　

中
央
公
民
館　

入
会
金
１

０
０
０
円　
月
１
３
０
０
円
�
金
井
・

�　
・
０
３
１
６
�

４４７
▼
南
む
つ
み
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ　
木
曜
日

午
前
９
時
半　

交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら

月
２
３
０
０
円　

１
か
月
の
無
料
講

習
あ
り
�
香
山
・�　
・
９
４
８
２
�

４４３

〔
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〕

▼
不
要
な
パ
ソ
コ
ン　

で
き
れ
ば
無

料
で　

取
り
に
伺
い
ま
す
�
太
田
・

�　
・
２
０
６
６
�

４４３
〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〕

▼
げ
ん
き
ク
ラ
ブ　

知
的
障
害
児
と

遊
ん
で
く
れ
る
人　

元
気
な
人
歓
迎

�
同
ク
ラ
ブ
・
�　
・
５
８
３
８
�

４４７

〔
探
し
て
い
ま
す
〕

▼
迷
い
猫　
薄
い
ベ
ー
ジ
ュ
の
雄　
約

　

�　
し
っ
ぽ
が
長
く
垂
れ
目　

首

３０輪
な
し
�
笛
田
・�　
・
４
４
４
１
�

４３１

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
自
助
活
動

月
曜
日　

午
後
７
時　

中
央
公
民
館

お
酒
を
や
め
た
い
人
�
Ａ
Ａ
浦
和
・

�　
・
３
５
９
０
・
５
３
７
７
�

０３
▼
蕨
断
酒
新
生
会（
酒
害
相
談
）　

４

日
＝
中
央
公
民
館　
　

日
＝
南
公
民

１２

館　
　

日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後
６

２０

時
半
�
岡
田
・
�　
・
３
１
７
２
�

４４１

�

　

市
内
の
学
校
で
教
師
を
し
て
い

た
３
人
の
か
た
を
講
師
に
招
き
、

２
月
１
日
、
南
小
学
校
で
「
糸
ぐ

る
ま
体
験
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
同
校
の
１
年
生　

人
は
、

９１

国
語
の
授
業
で
織
物
に
使
う
糸
ぐ

る
ま
の
話
を
勉
強
し
た
ば
か
り
。

回
す
の
が
意
外
と
重
い
は
ず
み
車

に
、
児
童
は
昔
の
生
活
の
大
変
さ

を
知
る
と
と
も
に
、
織
物
で
栄
え

た
蕨
の
歴
史
に
も
触
れ
ま
し
た
。

糸ぐるまで歴史を学ぶ

教室で墨の魅力を体験

　

西
公
民
館
の
「
に
し
☆
ネ
イ
チ

ャ
ー
キ
ッ
ズ
」
で
は
、
会
員
の
小

学
生
た
ち
が
、
自
然
と
触
れ
合
う

な
か
で
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
ん
で

い
ま
す
。
２
月
９
日
は
錦
町
の
ち

び
っ
こ
広
場
を
会
場
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
指
導
の
下
で
丸
太
を
使

っ
た
鉛
筆
立
て
作
り
や
摩
擦
熱
を

利
用
し
た「
舞
い
ぎ
り
式
」の
火
起

こ
し
を
体
験
。木
の
使
い
み
ち
の
多

さ
を
学
ん
だ
楽
し
い
教
室
で
し
た
。

寒さ忘れ火起こし体験

　

家
事
や
育
児
で
毎
日
が
忙
し
い

女
性
に
心
を
癒
し
て
も
ら
お
う
と
、

２
月　

日
、
北
町
児
童
館
で
「
バ

１０

レ
ン
タ
イ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た　

人
は
、
用
意
さ
れ
た

１５

花
を
思
い
思
い
に
飾
り
つ
け
る
の

に
少
し
迷
い
な
が
ら
も
、
出
来
上

が
っ
て
い
く
作
品
に
笑
顔
を
の
ぞ

か
せ
、
家
族
へ
の
す
て
き
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

プレゼントは花と笑顔

生命を守る空の救急車
　

２
月　

日
、
埼
玉
県
の
「
空
飛

１９

ぶ
救
急
室
」
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
市

民
公
園
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
医

療
機
器
や
薬
品
類
を
搭
載
し
た
こ

の
ヘ
リ
は
、
消
防
署
な
ど
の
要
請

を
受
け
る
と
川
越
市
の
埼
玉
医
科

大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
現

場
へ
駆
け
つ
け
ま
す
。
搬
送
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
っ
た
こ
の
日

は
通
報
か
ら
約　

分
で
蕨
に
到
着
。

１０

救
急
時
へ
の
安
心
が
広
が
り
ま
す
。

　

墨
の
濃
淡
だ
け
で
す
べ
て
を
表

現
す
る
水
墨
画
の
教
室
が
、
２
月

　

日
、
南
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し

１９た
。
初
心
者
に
も
興
味
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
こ
の
教
室

の
講
師
は
、
松
原
会
館
な
ど
で
も

講
座
を
開
い
て
い
る 
加  
藤 

か 
と
う 

淳 
じ
ゅ
ん 

風 
さ

ぷ
う

ん
で
す
。
講
師
か
ら
筆
づ
か
い
を

教
わ
っ
た
皆
さ
ん
は
、早
速
、手
本

画
を
見
な
が
ら
水
墨
画
に
挑
戦
。墨

独
特
の
味
わ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま　

ち　

の　
　

話　

題

ごみ減量化と処理費用の負担に
関するアンケート結果まとまる
ご協力ありがとうございました
　
　今後のごみ減量化対策を検討するため、
昨年１２月に２０歳以上の市民７００人（無作為抽
出）を対象に実施したアンケートの結果（回
収率４３％）がまとまりました。
　主な結果をご紹介しますと、まず、｢ご
みの減量やリサイクルについて関心があり
ますか｣の問いには､ほとんどの人が関心を
持っていると
の結果が出ま
した（表１）。
　では「日ご
ろ、どの程度、
ごみの減量や
リサイクルを
意識して生活
しています
か」については､「多少なりとも心がけてい
る」の回答を含め、実に８５．０％の人が実行し
ていると答えています。具体的な取り組み
としては「詰め替え用製品を使うようにし
ている」が８０．４％でいちばん多く、「新聞紙
などはリサイクルに出している」が７３．８％、
「レジ袋や過剰包装を断るようにしてい
る」が５１．５％となっています（表２）。

　また、「ごみの減量化やリサイクルが進む
一方で、なかには分別ができない人がいる
のも事実です。原因は何だと思いますか」
の問いでは、「使い捨て製品やすぐごみにな
る物が身の回りに多すぎる」や「ごみを減
らすことによる効果を実感することができ
ない」などに多くの回答が寄せられました。
　そして最後に、「ごみ減量やリサイクル
を進めていくためには、どのようなことが
重要だと思いますか」については､「ごみ減
量やリサイクルする努力が報われるような
仕組みをつくる」が４９．２％ありました。
　市では今後、この結果を参考にしながら
蕨市廃棄物減量化検討庁内連絡会や審議会
などの皆さんと、更なるごみ減量に向けて
検討していきたいと考えています。

　　ごみ減量の具体的な取り組み

１位　詰め替え用の製品を使うように
している……………………８０．４％

２位　新聞紙などはリサイクルに出し
ている………………………７３．８％

３位　レジ袋や過剰包装を断るように
している……………………５１．５％

４位　壊れにくく、長く使えそうなも
のを選ぶようにしている…４９．８％

５位　食品を多く買い過ぎたり、料理
を作り過ぎないようにしている

　　　　　　　　　　　　……４５．８％

（表２）

（表１）

ごみ減量やリサイクルについて

ある程度関心がある
63.2％

非常に関心がある
33.2％

まったく
関心がない
0.3％

あまり
関心がない
3.0％

わからない
0.3％



【　　】6

■ケアハウス松原入居者募集／２人用の１部屋と単身用の６部屋　６０歳以上（一方が５９歳以下でも可）　申し込み＝ケアハウス松原（�４３２・６７４７）

ワ
ラ
ビ　

隣
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

病
院
を
退
院
し
た
そ
う
だ
よ
。

お
母
さ
ん　

あ
ら
、
よ
か
っ
た
じ

ゃ
な
い
。
ワ
ラ
ビ
は
よ
く
め
ん
ど

う
を
見
て
も
ら
っ
た
も
ん
ね
。

お
父
さ
ん　

で
も
、
退
院
し
て
も

日
常
生
活
は
難
し
い
そ
う
だ
ぞ
。

お
母
さ
ん　

お
隣
は
お
年
寄
り
２

人
で
生
活
し
て
る
か
ら
、
自
宅
で

の
介
護
は
大
変
じ
ゃ
な
い
。

ワ
ラ
ビ　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
よ

く
ぎ
っ
く
り
腰
を
す
る
し
ね
。

お
父
さ
ん　

そ
う
な
る
と
、
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
に
入
る
の
か
な
ぁ
〜
。

ワ
ラ
ビ　

え
〜
。
で
も
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
自
分
の
家
で
暮
ら
し

た
い
っ
て
言
っ
て
た
よ
。

お
母
さ
ん　

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
は
、

長
期
入
所
を
し
て
日
常
生
活
の
お

世
話
を
し
て
も
ら
う
所
だ
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
違
う
わ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
う
ち
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
よ
く
行
く
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
い
い
よ
。

お
父
さ
ん　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
相

談
を
受
け
た
り
、
予
防
講
座
な
ど

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
こ

れ
も
違
う
な
〜
。

ワ
ラ
ビ　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
行
く

所
が
な
い
の
。
ど
う
な
る
の
。

お
母
さ
ん　

介
護
保
険
制
度
は
、

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
で
き

る
だ
け
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域

で
生
活
で
き
る
よ
う
、
社
会
的
に

支
援
し
て
い
く
も
の
な
の
に
ね
。

市内初の民間による　
介護老人保健施設　
　月　日にオープン　

　住み慣れたまちで、いつまでも自

分らしく暮らしたいと願う皆さんに

こたえ、北町５丁目に新しい民間の

介護老人保健施設がオープンします。

生活の自立と家庭への復帰を医学的

管理の下、最新の設備で応援します。

親と子の
ニュースの
小窓

� �

応
援
し
ま
す　

生
活
の
自
立
と
家
庭
へ
の
復
帰

お
母
さ
ん　

事
業
は
入
所
と
短
期

入
所
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
だ
そ
う
よ
。

ワ
ラ
ビ　

建
物
も
大
き
い
よ
ね
。

お
父
さ
ん　

そ
う
だ
な
。
５
階
建

て
で
、定
員
は
入
所
で
１
５
０
人
、

通
所
が　

人
だ
そ
う
だ
よ
。

４０

お
母
さ
ん　

で
も
、
市
は
財
政
状

況
が
厳
し
い
の
に
、
そ
ん
な
に
大

き
い
建
物
を
造
っ
た
り
、
維
持
管

理
や
運
営
を
し
た
り
と
、
や
り
く

り
が
大
変
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

お
父
さ
ん　

建
物
を
建
て
て
運
営

す
る
の
は
、「
医
療
法
人
社
団
・

個
別
対
応
を
重
視
し
、
最
新
の
設
備
を
完
備
す
る
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
蕨

お
父
さ
ん　

そ
う
い
え
ば
、
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
の
隣
に
介
護
老
人
保

健
施
設
の
「
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ

蕨
」が
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
ぞ
。

ワ
ラ
ビ　

ど
ん
な
所
な
の
。

お
母
さ
ん　

病
気
が
落
ち
着
い
て

き
た
人
が
、
自
分
の
家
で
ち
ゃ
ん

と
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
お
世

話
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
よ
。

お
父
さ
ん　

リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
と

し
た
ケ
ア
で
、
医
学
的
な
管
理
の

の
下
、
日
常
生
活
の
お
世
話
や
機

能
訓
練
が
受
け
ら
れ
る
ん
だ
よ
。

ワ
ラ
ビ　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
ぴ
っ

た
り
だ
ね
。

お
母
さ
ん　

蕨
市
は
、
５
人
に
１

人
が
高
齢
者
だ
そ
う
だ
か
ら
、
隣

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
わ
ね
。

お
父
さ
ん　

今
ま
で
市
内
に
そ
う

し
た
施
設
が
な
か
っ
た
か
ら
、
ほ

ん
と
う
に
助
か
る
ね
。

建
設
・
運
営
は
民
間　

市
は
土
地
を
有
償
貸
与

東
光
会　

戸
田
中
央
総
合
病
院
」

で
、
市
は
土
地
を
有
償
で
貸
し
付

け
る
だ
け
ら
し
い
よ
。
だ
か
ら
、

ほ
か
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響

は
少
な
い
み
た
い
だ
ね
。

お
母
さ
ん　

そ
れ
な
ら
安
心
だ
わ

ね
。
じ
ゃ
あ
、
利
用
料
金
と
か
い

ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い
に
、　

日
２０

と　

日
の
事
前
説
明
会
へ
…

２３
ワ
ラ
ビ　

隣
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
行
っ
て
み
よ
う
！

問
い
合
わ
せ
＝
グ
リ
ー
ン
ビ
レ

ッ
ジ
蕨
（
�　
・
５
０
０
１
）

４４３

グリーンビレッジ蕨

サンクチュアリ

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線

Ｒ
京
浜
東
北
線

市立病院

総合社会福祉総合社会福祉
センターセンター

西小

二中

北戸田駅北戸田駅

至東京

至さいたま市

中
山
道

市役所

〒

〒文
文

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線

ＪＲ埼京線

北戸田駅

外環
道

総合社会福祉
センター

国
道 
号
17

蕨
駅

蕨
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
の
リ
ハ
ビ
リ
訓

蕨
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練練
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わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－４３３－

����������
かず は

（３歳６か月）

���
しょう

���������
た ろう

（１歳０か月）

�����������������
あめ たに みち まさ

����������
けい こ

�������

　　　　　錦町２丁目��

������
（４歳４か月）

�����������������
すが わら よし ゆき

������������
み か こ

�����

　　北町４丁目

子

■中井広恵（蕨市教育委員）さんに「さいたま輝き荻野吟子賞」／日本女子プロ将棋協会設立など男女共同参画社会づくりの推進に貢献され受賞

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

東
公
民
館
周
辺
の
花
壇
に
咲
く
、

四
季
折
々
の
花
が
地
域
の
皆
さ
ん

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。「
花

と
緑
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
よ
う
と
、
同
館
の
呼
び
か

け
で
集
ま
っ
た
「
つ
か
ご
し
花
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー（
会
員
７
人
）」が
、

４
年
間
か
け
て
少
し
ず
つ
増
や
し

て
く
れ
た
花
々
で
す
。
今
の
季
節

は
ち
ょ
う
ど
ス
イ
セ
ン
や
パ
ン
ジ

ー
な
ど
が
見
ご
ろ
の
は
ず
。で
も
、

花
壇
を
見
渡
す
と
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
花
の
切
ら
れ
た
跡
や
土
ご
と

掘
り
返
さ
れ
た
跡
が
あ
り
ま
し
た
。

「
お
花
が
好
き
で
、つ
い
手
が
出
て

し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」と
、

寂
し
そ
う
に
花
壇
を
見
つ
め
る
皆

さ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
も
同
様
の
出

来
事
が
何
度
か
あ
っ
た
よ
う
で
し

た
。
悪
気
が
な
く
て
も
手
は
出
さ

ず
に
見
守
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

「
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
に
」と
願

う
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
た
い
せ
つ

に
、地
域
で
花
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

南
小
学
校
で
１
、
２
月
、「
卒
業
会
食
」が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、６
年
生
１
１
１
人
が
、

毎
日
５
〜
７
人
ず
つ
校
長
室
を
訪
れ
、
茶
道
を

体
験
し
た
後
、
校
長
先
生
と
給
食
を
食
べ
る
毎

年
恒
例
の
行
事
で
す
。
慣
れ
な
い
礼
儀
や
作
法

の
な
か
で
１
人
ず
つ
お
茶
を
た
て
る
児
童
た
ち

に
「
茶
道
の
世
界
に
も
必
要
な
�
大
人
の
ふ
る

ま
い
�が
で
き
る
中
学
生
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、 
佐  
藤  
秀  
子 
校
長
は
話
し
ま
す
。「
ち
ょ
っ

さ 

と
う 
ひ
で 

こ

ぴ
り
緊
張
し
た
け
ど
自
分
で
た
て
た
お
茶
は
お

い
し
か
っ
た
」、「
て
い
ね
い
な
作
法
だ
と
姿
勢

が
伸
び
る
ね
」と
、給
食
を
食
べ
な
が
ら
会
話
も

は
ず
む
卒
業
会
食
は
児
童
た
ち
に
好
評
で
、「
中

学
生
に
な
っ
て
も
礼
儀
正
し
く
過
ご
し
た
い
で

す
」
と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
話
し
て
い
ま
し
た
。

優しさの「環境行動」

　
「
幼
稚
園
に
通
い
始
め
て
１
年

が
た
つ
、の
の
か
を
見
て
い
る
と
、

最
近
は
気
遣
い
や
優
し
い
行
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
な
と
感
じ

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
７
歳

の 
大  
空  
夢 
お
兄
ち
ゃ
ん
と
、
ブ
ロ

た 

く 

む

ッ
ク
の
組
み
立
て
や
ゲ
ー
ム
で
対

戦
す
る
の
が
大
好
き
な
の
に
、
お

兄
ち
ゃ
ん
が
宿
題
を
し
て
い
る
間

は
我
慢
し
て
１
人
で
お
絵
描
き
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
私
が

『
腰
が
痛
い
』
と
言
う
と
、
『
マ

マ
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
の
の
が
ト
ン

ト
ン
し
て
あ
げ
る
』と
、腰
を
た
た

い
て
く
れ
た
り
す
る
ん
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
の
の
か
の
成
長
を
発

見
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」と
、

ほ
ほ
え
む
母
親
の
未
佳
子
さ
ん
。

校長先生と卒業前の茶会・会食

どもクラブ

����

��
（問）保健センター
　　　（�４３１・５５９０）

 

両
親
学
級

　

３
回
目
は
土
曜
日
で
す
。
ぜ
ひ
お
父

さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
持
ち
物
＝

テ
キ
ス
ト
代　

円
、
母
子
健
康
手
帳
、

４００

筆
記
用
具

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

 

エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
マ
ク
ラ
ブ

　

育
児
不
安
の
あ
る
マ
マ
た
ち
の
ク
ラ

ブ
で
す
。

　

申
し
込
み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

 

プ
レ
マ
マ
講
座
〜
妊
娠
中
の
マ
マ

た
ち
へ
／
と
き
＝
４
月　

日（
木
）　

１７

午
後
１
時
半
〜
４
時　

産
婦
人
科
医
師

に
よ
る
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
の
お
話
、

先
輩
マ
マ
と
の
交
流
会　

申
し
込
み
＝

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

 

新
生
児
・
産
婦
訪
問
指
導

　

対
象
＝
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
て
か
ら

４
か
月
児
健
診
の
前
月
ま
で
受
け
ら
れ

ま
す
。（
第
２
子
以
降
の
お
子
さ
ん
も
可
）

※
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
た
ら
出
生
連
絡

票
（
母
子
健
康
手
帳
の
最
後
の
ペ
ー
ジ

に
付
い
て
い
る
は
が
き
）
を
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

 

乳
幼
児
健
康
診
査
・
相
談

　

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

※
対
象
月
に
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
翌

月
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

離
乳
食
講
習
会

※
都
合
の
よ
い
１
日
を
選
ん
で
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受付時間・
ところ対象児と　き

午後１時１５分
　　　～２時
保健　　　
　センター

平成１９年　
１０月生まれ

１８日（火）
１９日（水）

４ か 月 児
健 診

平成１８年　
８月生まれ

１１日（火）
１２日（水）

１歳６か月児
健 診

平成１７年　
２月生まれ

７日（金）
１４日（金）

３ 歳 児
健 診

平成１５年　
８月生まれ１３日（木）４歳６か月児

健 診

午前１０時　
　～１０時半
保健　　　
　センター

平成１９年　
２月生まれ

１８日（火）
１９日（水）

１ 歳 児
相 談

内　容

保
健
師
、
助
産
師
に
よ
る

・
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
計
測

・
発
育
や
育
児
に
つ
い
て
の
相
談

・
お
母
さ
ん
の
産
後
の
相
談

とき＝毎月１回　水曜日　午前
10時～11時半

対象と初回
平成19年１１月生まれの第１子と
そのママ（初回は３月５日）

＊４回で修了となります。
＊定員は全部で15組で、コース
を修了された人数分（欠員分）
のみ新規募集をします。

内　容
とき

回
５月４月

妊婦歯科健
診・保健

１２日
（月）

７日
（月）

１

食生活・赤ち
ゃんの育て方

１９日
（月）

１４日
（月）

２

お産の経過
沐浴実習

２４日
（土）

１９日
（土）

３

時間はいずれも
午後１時半～４時

内　容対　象と　き

離乳食の
上手な進
め方と作
り方

平成１９年１１月
生まれの第１
子の保護者

６日（木）
２６日（水）

平成１９年１２月
生まれの第１
子の保護者

４月
１８日（金）
２４日（木）
時間＝午前９時４５分～１１時４５分
ところ＝保健センター
託児は先着10人です。
第２子以降のかたはご相談ください。
持ち物＝母子健康手帳、筆記用具、赤ちゃん
を連れて来る人はバスタオル、ビニール袋
（おむつ持ち帰り用）ほか必要な物

外遊びを考える会
「どろんこの王様」

南小学校
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央
東
小
学
校
の
職
員
室
。

始
業
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る

こ
ろ
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
育
ち
の
小

学
５
年
生
、
山
本
ト
ミ
ー
君
が
元

気
に
や
っ
て
来
ま
す
。
ト
ミ
ー
君

は
来
日
２
年
目
。
昨
年
４
月
に
蕨

に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
常
井

乃
葉
さ
ん（
中
央
１
丁
目
・　

歳
）

２４

は
そ
ん
な
ト
ミ
ー
君
に
週
１
回
、

こ
こ
で
漢
字
を
教
え
て
い
ま
す
。

ト
ミ
ー
君
の
語
学
力
に
合
わ
せ
て
、

学
校
の
教
材
な
ど
か
ら
問
題
を
選

び
準
備
し
ま
す
。「
最
近
で
は
、

日
常
生
活
で
使
う
漢
字
の
読
み
書

き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
よ
」
と
、
常
井
さ
ん
は
目
を
細

め
ま
す
。

　

学
生
時
代
の
海
外
留
学
を
き
っ

●広報蕨　№６７５　●発行／蕨市役所　〒３３５－８５０１　埼玉県蕨市中央５－１４－１５　�０４８（４３２）３２００　　●編集／秘書広報課広報広聴係

����� ひ と活
動
通
じ
て
共
生
の
輪
広
げ
た
い

広
報
蕨　

六
七
五
号　

平
成
二
十
年
三
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

��������
とこ い

����������
の ば

中

か
け
に
、国
や
文
化
の
違
う
人
た

ち
が
、
互
い
に
認
め
合
い
共
存
し

て
い
く「
多
文
化
共
生
」に
興
味
を

持
ち
、
常
井
さ
ん
は
２
年
前
に
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ（
国
際
協
力
機
構
）主
催
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
や
朝
鮮
学

校
を
見
学
し
、言
葉
や
習
慣
の
違
い

な
ど
、在
日
外
国
人
の
苦
労
を
知
っ

た
常
井
さ
ん
。
国
際
化
が
進
む
な

か
で
、
互
い
を
理
解
し
助
け
合
う

心
の
た
い
せ
つ
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
声
が
か
か
っ

た
昨
年
４
月
、「
ト
ミ
ー
君
が
ス

ム
ー
ズ
に
学
校
生
活
が
送
れ
る
手

助
け
が
で
き
れ
ば
」
と
の
思
い
で

引
き
受
け
た
常
井
さ
ん
は
、
勉
強

を
見
る
以
外
に
、
困
っ
て
い
る
こ

と
は
な
い
か
尋
ね
た
り
、学
校
か
ら

の
手
紙
や
連
絡
事
項
に
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
訳
を
つ
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
大
変
で
す

が
、う
れ
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

と
、
話
す
常
井
さ
ん
。
２
学
期
か

ら
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
き
た
中
国
人

の
転
校
生
に
、
ト
ミ
ー
君
が
積
極

的
に
声
を
か
け
て
い
る
と
、
担
任

の
先
生
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
常
井
さ
ん
が
た
い
せ
つ
に

し
て
い
る
相
互
理
解
と
助
け
合
う

心
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て

ト
ミ
ー
君
に
も
広
が
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
そ
ん
な
心
が
少
し
ず
つ

で
も
地
域
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
、常
井
さ
ん
は
願
っ
て
い
ま
す
。

はつらつスクールボランティア　

わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草　
　
　

ぷらっと・わらび・小さな旅

�����

　

ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
南

ル
ー
ト
８
番
目
の
停
留

所「
下
蕨
公
民
館
」で
下

車
す
る
と
、
目
の
前
に

あ
る
同
館
の
南
側
に
隣

接
す
る
の
が
「
下
蕨
公

園
」で
す
。こ
の
公
園
は
、

区
画
整
理
に
よ
る
公
園

整
備
が
進
む
な
か
、
地

元
の
皆
さ
ん
が
何
度
も

協
議
を
重
ね
て
作
り
上

げ
た
図
面
と
立
体
模
型

を
基
に
市
が
設
計
を
ま

と
め
、
平
成
９
年　

月
１１

に
開
園
し
た
も
の
で
す
。

　

敷
地
３
０
０
０
平
方

㍍
の
園
内
に
は
、
滑
り
台
と
一
体

に
な
っ
た
３
連
の
円
形
ジ
ャ
ン
グ

ル
ジ
ム
、
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
を
は

じ
め
、
古
い
井
戸
を
利
用
し
た
手

押
し
ポ
ン
プ
の
遊
具
な
ど

が
あ
り
、
水
遊
び
が
好
き

な
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

で
す
。
こ
の
井
戸
は
災
害

時
に
取
水
で
き
る
よ
う
に

も
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

周
囲
に
は
梅
や
ヤ
マ
モ

モ
な
ど
が
植
え
込
ま
れ
て

い
る
ほ
か
、
公
園
が
整
備

さ
れ
る
前
か
ら
こ
の
地
に

あ
っ
た
ケ
ヤ
キ
や
桜
、
メ

タ
セ
コ
イ
ア
も
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
て
、
ま
も
な

く
訪
れ
る
春
に
は
、
鮮
や

か
な
花
と
緑
が
公
園
を
彩

下
蕨
公
園

オ
オ
キ
バ
ナ 
カ
タ
バ
ミ

り
ま
す
。
今
月　

日
に
は
町
会
主

３０

催
の
「
桜
ま
つ
り
」
も
開
か
れ
ま

す
の
で
、
ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
に
乗

っ
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。


